
寒い冬は、エネルギーの使用が増える季節です。

オフィスでの、省エネの具体的な取り組みをご紹介します。
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照明 空調 使用していないエリア（会議室、休憩
室、廊下等）は、空調を停止しましょ
う。

可能な範囲で執務室や店舗エリアの照
明を間引きしましょう（節電効果は照
明を半分程度間引きした際の数値）。

※一部地域を除いた全国平均の値

重ね着をするなどして、無理のない範
囲で室内温度を下げましょう。

長時間離れるときは、
OA機器の電源を切るか、
スタンバイモードに
しましょう。

温度設定を見直したり、
省エネモードにするなど、
設定を確認しましょう。
使わないときには、電源
をオフにしましょう。

可能な範囲で保温・
温水の設定温度を
下げ、不要時は蓋を
閉めましょう。

給湯器の温度を下げて、
洗い物をしたり、給湯器
を買い換える場合は、省
エネタイプのものも検討
しましょう。

自動車での移動の際の省エネ対策

自動車を利用する場合には、エコドライブ10のすすめを実践して

みましょう（ふんわりアクセル、減速時は早めにアクセルを離す、

無駄なアイドリングはしない等）。

全オフィスで消費電力の１％を節電すると、

毎日、家庭約12万世帯が消費する電力と同程度のエネルギーが削減できます。
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※節電効果は一日間のオフィスでの電力使用量に対する節電効果の概算値で、地域・時間帯による違いを考慮に入れた全国平均の値です。地域・時間帯により節電効果は変動します。

使用していないエリア（会議室・廊下
等）の消灯をしましょう。

省エネポータルサイト 検索省エネポータルサイト

経済産業省では、エネルギーコスト高に強い社会の構築に向け、
企業や家庭における省エネ投資を大胆に支援していきます。
各種施策の情報は、「省エネポータルサイト」に掲載していきます。

空調や照明を効率的に
使い、電気使用量を
「減らす」だけでなく、
設備等の稼働時間を調
整し、利用時間のピー
クを「ずらす」、省エ
ネ性能の高い機器への
更新など「切替える」
ことも有効な方法です。

＼ワンポイント ／
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